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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

中間連結会計期間
第60期

中間連結会計期間
第59期

会計期間
自2024年４月１日
至2024年９月30日

自2025年４月１日
至2025年９月30日

自2024年４月１日
至2025年３月31日

売上高 （百万円） 20,121 21,473 42,072

経常利益 （百万円） 575 257 937

親会社株主に帰属する中間（当期）

純利益
（百万円） 341 35 649

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 349 48 653

純資産額 （百万円） 9,109 9,300 9,412

総資産額 （百万円） 36,633 32,462 31,457

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 14.94 1.55 28.38

潜在株式調整後１株当たり中間（当

期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 24.41 28.12 29.39

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △748 △380 1,649

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △1,006 △835 △1,561

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △1,131 719 △6,793

現金及び現金同等物の中間期末（期

末）残高
（百万円） 8,889 4,575 5,070

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の拡大などを背景に景気

は緩やかな回復が続いております。しかしながら、米国の政策動向や、為替相場の不安定な推移、地政学的リスク

に起因するエネルギー資源や原材料価格などの高騰等といった物価上昇に伴う節約志向もあり、消費マインド冷え

込みの懸念など依然として先行きは不透明な状況となっております。

外食産業におきましては、インバウンド需要は引き続き堅調であるものの、原材料の価格高騰、光熱費等様々な

コストの上昇、人手不足による人件費の増加が継続しており、事業を取り巻く経営環境は依然として厳しいものと

なっております。

このような状況の中、当社グループは、2025年５月に2030年３月期を最終期とする5ヶ年の「中期経営計画」を

公表し、グループビジョン「おもてなしで付加価値の創造を紡ぐ」を掲げ、将来にわたって持続的に成長する企業

グループであること目指して、グループ一丸となって事業収益の最大化を図るため、戦略構築と実行を徹底し、企

業風土の変革を希求し続けてまいりました。また、1970年の大阪万博以降に拡大する外食産業を中心に成長してき

た当社グループとして、今回の大阪・関西万博に積極的に参加し、祖業とも言える手打ちうどんや創業の地である

大阪の食文化を支える全国の産地の食材等の魅力を伝えております。これにより、大阪・関西万博に関連する費用

を販売費及び一般管理費に計上しておりますが、外食産業だけでなく幅広くフードビジネスを展開する企業グルー

プとしての認知度を高め、新たなビジネスチャンスやパートナーを探索しております。

以上の結果、当中間連結会計期間の経営成績は、売上高214億73百万円（前年同期比6.7％増）、営業利益２億10

百万円（前年同期比60.7％減）、経常利益２億57百万円（前年同期比55.3％減）、親会社株主に帰属する中間純利

益35百万円（前年同期比89.6％減）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

（レストラン事業）

レストラン事業においては、客数回復と収益性向上を重視した方針のもと、ピーク時間帯の効率化やオペレー

ション改善による回転率の向上、季節メニューの導入やＳＮＳを活用した促進による集客強化、原材料価格高騰へ

の対応として杵屋、丼丼亭などのメニュー改定等に取り組むことにより、売上高の増加及びコスト削減を推進して

まいりました。しかしながら、米をはじめとする原材料価格の高騰や人手不足による人件費の上昇は想定以上のも

のであり、利益を圧迫する結果となりました。

店舗の出退店等につきましては、新店は和食部門の「大阪木津市場 天はな」１店舗であります。業態変更は２

店舗、退店は11店舗であります。この結果、当中間連結会計期間末におけるレストラン事業の店舗数は、34都道府

県に365店舗（フランチャイズ店舗87店舗を含む）となりました。

以上の結果、レストラン事業の売上高は124億22百万円（前年同期比0.6％減）、セグメント利益２億75百万円

（前年同期比32.0％減）となりました。

（機内食事業）

㈱エイエイエスケータリングにおいては、コロナ禍を脱し、業績が急回復した前年度に続き、今後も国際便の増

便が見込まれる関西国際空港の需要に応えるべく、生産体制の改善と更なる効率化に取組んでまいりました。当中

間連結会計期間におきましても、国際線の航空需要の増加に伴い機内食の搭載食数が増加するとともに、生産体制

の効率化を進めたことにより増収増益となりました。

以上の結果、機内食事業の売上高は40億51百万円（前年同期比15.6％増）、セグメント利益３億89百万円（前年

同期比75.7％増）となりました。

（業務用冷凍食品製造事業）

㈱アサヒウェルネスフーズにおいては、業界有数の地位を占める冷凍おせちの製造に加えて、働く世代向けの冷

凍宅配弁当市場でのＯＤＭ事業の拡大を進めるとともに、更なる増産体制を整えるべく製造ラインの改修工事を行

うなど、成長投資を実施しております。当中間連結会計期間におきましては、冷凍弁当の受注が増え、増収となり

ましたが、原材料価格の高騰及び人件費の増加等により減益となりました。
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以上の結果、業務用冷凍食品製造事業の売上高は26億44百万円（前年同期比12.1％増）、セグメント損失33百万

円（前年同期は１百万円の利益）となりました。

（不動産賃貸事業）

不動産賃貸事業においては、大阪木津卸売市場の入居率は堅調に推移しているものの、市場に隣接する飲食店向

け区画をなにわ筋線建設工事に伴い順次閉鎖していることに加え、固定資産税等のコスト増加により減収減益とな

りました。

以上の結果、不動産賃貸事業の売上高は３億43百万円（前年同期比2.0％減）、セグメント利益１億４百万円

（前年同期比18.0％減）となりました。

（運輸事業）

水間鉄道㈱においては、運賃改定及び各種イベント実施等の効果により旅客運賃収益が増加したことから増収増

益となりました。

以上の結果、運輸事業の売上高は２億38百万円（前年同期比7.8％増）、セグメント損失11百万円（前年同期は

30百万円の損失）となりました。

（その他）

大阪木津卸売市場で展開しております水産物卸売事業は、魚介の卸売数量が減少し、原材料費率が上昇したこと

から減収減益となりました。日本食糧卸㈱で展開しております米穀卸売事業は、精米及び炊飯の販売価格の値上げ

及び販売数量の増加等により増収増益となりました。

以上の結果、その他の売上高は17億72百万円（前年同期比50.0％増）、セグメント損失38百万円（前年同期は33

百万円の損失）となりました。

 
財政状態につきましては、次のとおりです。

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は103億64百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億27百万円増加い

たしました。これは主に現金及び預金４億95百万円の減少、売掛金２億79百万円の増加、商品及び製品８億77百万

円の増加、原材料及び貯蔵品１億76百万円の増加、未収消費税等１億33百万円の増加によるものであります。固定

資産は220億97百万円となり、前連結会計年度末に比べ76百万円増加いたしました。これは主に機械装置及び運搬

具1億85百万円の増加、建設仮勘定1億18百万円の減少によるものであります。

この結果、総資産は、324億62百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億４百万円増加いたしました。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は97億７百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億16百万円増加いた

しました。これは主に買掛金１億19百万円の増加、短期借入金14億50百万円の増加、未払法人税等１億28百万円の

増加によるものであります。固定負債は134億54百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億円減少いたしまし

た。これは主に長期借入金５億67百万円の減少によるものであります。

この結果、負債合計は、231億61百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億16百万円増加いたしました。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は93億円となり、前連結会計年度末に比べ１億11百万円減少いたしま

した。これは主に配当金の支払い１億60百万円及び親会社株主に帰属する中間純利益35百万円によるものでありま

す。

この結果、自己資本比率は28.1％（前連結会計年度末は29.4％）となりました。

 

 

（２）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ４億95百万円減少し、45億75百万

円となりました。

当中間連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローが３億80百万円の支出

（前年同期は７億48百万円の支出）、投資活動によるキャッシュ・フローが８億35百万円の支出（前年同期は10億

６百万円の支出）、財務活動によるキャッシュ・フローが７億19百万円の収入（前年同期は11億31百万円の支出）

となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前中間純利益２億42百万円、減価償却費５億10百万円、棚卸資産の増加額10億54百万円等を反映した

ものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

有形固定資産の取得による支出８億18百万円等を反映したものであります。
 

EDINET提出書類

株式会社グルメ杵屋(E03145)

半期報告書

 4/23



（財務活動によるキャッシュ・フロー）

短期借入れによる収入14億50百万円、長期借入れによる収入５億99百万円、長期借入金の返済による支出11億70

百万円、配当金の支払額1億58百万円等を反映したものであります。

 
 
（３）経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。
 
 
（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 
 
（５）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

 

３【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発
行数（株）
（2025年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2025年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,910,275 22,910,275
㈱東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 22,910,275 22,910,275 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2025年４月１日～

2025年９月30日
－ 22,910,275 － 100,000 － 6,766,590
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（５）【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己株
式を除く。）の総数
に対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ＭＵＫＵＭＯＴＯ 大阪市住吉区清水丘３丁目11－15 5,745 25.12

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社（信託口）

東京都港区赤坂１丁目８番１号　赤坂イ

ンターシティＡＩＲ
1,470 6.43

椋本　充士 大阪市住吉区 1,048 4.58

西脇　あづさ 大阪市住吉区 587 2.57

アサヒビール株式会社 東京都墨田区吾妻橋１丁目23－１ 422 1.84

椋本　裕子 大阪市住吉区 396 1.73

サントリー株式会社 東京都港区台場２丁目３－３ 322 1.41

株式会社紀陽銀行 和歌山県和歌山市本町１丁目35番地 278 1.22

椋本　綾子 大阪市住吉区 153 0.67

株式会社ＪＢイレブン 名古屋市緑区桶狭間切戸2217番地 121 0.53

計 － 10,544 46.10

（注）上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）のうち、信託業務に係る株式数は、1,470千株でありま

す。

 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 36,200 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,862,100 228,621 －

単元未満株式 普通株式 11,975 － １単元(100株）未満の株式

発行済株式総数  22,910,275 － －

総株主の議決権  － 228,621 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株（議決権の数50個）含ま

れております。なお、証券保管振替機構名義の株式5,000株（議決権の数50個）については、名義書換失念

株式になっております。

　　　 ２．「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式50株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2025年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社グルメ杵屋
大阪市住之江区北加賀

屋三丁目４番７号
36,200 － 36,200 0.16

計 － 36,200 － 36,200 0.16
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、桜橋監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,070,733 4,575,051

預け金 442,524 376,098

売掛金 2,431,480 2,710,484

商品及び製品 375,673 1,253,016

原材料及び貯蔵品 441,692 618,400

短期貸付金 115,716 197,903

未収入金 261,488 128,244

未収消費税等 85,991 219,662

その他 212,812 286,966

貸倒引当金 △1,234 △1,060

流動資産合計 9,436,877 10,364,767

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 28,820,921 28,893,448

減価償却累計額 △22,142,314 △22,143,940

建物及び構築物（純額） 6,678,606 6,749,508

機械装置及び運搬具 3,547,723 3,791,883

減価償却累計額 △2,648,033 △2,706,969

機械装置及び運搬具（純額） 899,690 1,084,913

工具、器具及び備品 2,117,609 2,187,424

減価償却累計額 △1,674,761 △1,684,810

工具、器具及び備品（純額） 442,848 502,614

土地 7,726,211 7,726,211

建設仮勘定 127,909 9,890

有形固定資産合計 15,875,266 16,073,138

無形固定資産   

のれん 141,616 118,651

その他 124,766 125,614

無形固定資産合計 266,382 244,265

投資その他の資産   

投資有価証券 914,834 938,149

長期貸付金 245,717 161,405

差入保証金 4,316,088 4,271,572

繰延税金資産 340,659 340,009

その他 80,667 87,516

貸倒引当金 △18,565 △18,565

投資その他の資産合計 5,879,402 5,780,086

固定資産合計 22,021,050 22,097,491

資産合計 31,457,928 32,462,258
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,434,014 1,553,201

短期借入金 1,200,000 2,650,000

１年内返済予定の長期借入金 ※２ 2,262,030 ※２ 2,258,893

未払金 563,326 506,810

未払費用 1,505,323 1,513,088

未払法人税等 66,712 195,602

未払消費税等 222,791 195,492

賞与引当金 167,062 203,825

資産除去債務 136,283 154,362

その他 433,215 475,930

流動負債合計 7,990,760 9,707,208

固定負債   

長期借入金 ※２ 10,483,197 ※２ 9,916,156

長期未払金 9,738 9,738

繰延税金負債 1,058,430 1,059,759

退職給付に係る負債 86,242 84,383

資産除去債務 1,678,168 1,651,740

その他 738,844 732,720

固定負債合計 14,054,620 13,454,498

負債合計 22,045,381 23,161,707

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 8,345,288 8,345,288

利益剰余金 694,179 569,447

自己株式 △35,493 △35,493

株主資本合計 9,103,974 8,979,241

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 98,952 94,070

為替換算調整勘定 39,903 50,561

退職給付に係る調整累計額 3,683 3,614

その他の包括利益累計額合計 142,539 148,246

非支配株主持分 166,033 173,062

純資産合計 9,412,547 9,300,551

負債純資産合計 31,457,928 32,462,258
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 20,121,918 21,473,882

売上原価 12,638,491 13,817,413

売上総利益 7,483,426 7,656,469

販売費及び一般管理費 ※ 6,946,569 ※ 7,445,565

営業利益 536,856 210,904

営業外収益   

受取利息 3,317 11,107

受取配当金 42,827 32,298

賃貸料収入 81,433 87,972

持分法による投資利益 - 10,636

その他 42,229 41,782

営業外収益合計 169,808 183,798

営業外費用   

支払利息 87,238 90,513

借入手数料 1,000 1,000

賃貸費用 41,705 45,546

その他 986 244

営業外費用合計 130,930 137,303

経常利益 575,734 257,399

特別利益   

固定資産売却益 559 3,850

保険差益 - 27,211

特別利益合計 559 31,061

特別損失   

固定資産除却損 7,071 36,146

固定資産売却損 612 -

減損損失 29,550 -

退店違約金 900 9,905

特別損失合計 38,134 46,052

税金等調整前中間純利益 538,159 242,408

法人税等 189,903 200,522

中間純利益 348,255 41,885

非支配株主に帰属する中間純利益 6,495 6,499

親会社株主に帰属する中間純利益 341,760 35,385
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益 348,255 41,885

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △39,034 △9,841

為替換算調整勘定 40,074 16,827

退職給付に係る調整額 218 △68

持分法適用会社に対する持分相当額 - △448

その他の包括利益合計 1,257 6,468

中間包括利益 349,513 48,353

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 333,980 41,092

非支配株主に係る中間包括利益 15,532 7,260
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

     （単位：千円）

    
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 538,159 242,408

減価償却費 521,521 510,510

減損損失 29,550 -

保険差益 - △27,211

のれん償却額 32,719 22,964

長期前払費用償却額 9,596 10,937

賞与引当金の増減額（△は減少） 41,445 36,762

貸倒引当金の増減額（△は減少） 52 △174

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 94 △1,927

受取利息及び受取配当金 △46,144 △43,405

支払利息 87,238 90,513

持分法による投資損益（△は益） - △10,636

固定資産除却損 7,071 36,146

固定資産売却損益（△は益） 52 △3,850

売上債権の増減額（△は増加） △297,090 △212,065

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,140,468 △1,054,051

仕入債務の増減額（△は減少） 226,389 119,187

未払費用の増減額（△は減少） 40,435 7,532

未収消費税等の増減額（△は増加） △131,086 △133,671

未払消費税等の増減額（△は減少） △276,954 △27,299

長期未払金の増減額（△は減少） 1,681 -

その他 △107,541 80,144

小計 △463,278 △357,185

利息及び配当金の受取額 17,483 43,405

利息の支払額 △89,369 △90,541

保険金の受取額 - 39,466

法人税の支払額または還付額（△は支払） △213,746 △15,669

営業活動によるキャッシュ・フロー △748,911 △380,524

投資活動によるキャッシュ・フロー   

補助金の受取額 67,193 62,030

有形固定資産の取得による支出 △1,017,504 △818,370

無形固定資産の取得による支出 △13,406 △25,203

長期前払費用の取得による支出 △16,101 △19,740

店舗撤去に伴う支出 △20,826 △93,267

有形固定資産の売却による収入 1,360 4,246

無形固定資産の売却による収入 - 45

投資有価証券の売却による収入 15,148 -

出資金の回収による収入 - 10

貸付けによる支出 △15,448 △900

貸付金の回収による収入 1,437 11,299

差入保証金の差入による支出 △19,880 △36,105

差入保証金の回収による収入 11,054 80,624

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,006,973 △835,330
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     （単位：千円）

    
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 910,000 1,450,000

長期借入れによる収入 164,000 599,000

長期借入金の返済による支出 △2,068,314 △1,170,177

配当金の支払額 △136,673 △158,997

その他 △351 △351

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,131,339 719,473

現金及び現金同等物に係る換算差額 556 700

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,886,668 △495,681

現金及び現金同等物の期首残高 11,776,116 5,070,733

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 8,889,448 ※ 4,575,051
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【注記事項】

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（中間連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　他の会社の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
（2025年３月31日）

当中間連結会計期間
（2025年９月30日）

社会福祉法人ジー・ケー社会貢献会 310,560千円 298,500千円

 

※２　財務制限条項

(1) 当社は、2018年６月26日付で㈱三井住友銀行をアレンジャーとする、既存取引行４行によるコミット型シンジ

ケートローン契約を締結しております。この契約には、以下の財務制限条項が付されております。

①　2025年３月期末日及びそれ以降の各事業年度末日時点の単体又は連結の貸借対照表に記載される純資産の部

の合計金額を、当該事業年度の直前の事業年度末日時点の単体又は連結の貸借対照表に記載される純資産の

部の合計金額の75％に相当する金額以上に維持すること

②　2019年３月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における（但し、2021年３月期は除く）、単体の損益計算

書に記載される経常損益を２期連続して損失としないこと

　上記財務制限条項のほか、担保制限条項が付されております。

(2) 当社は、2025年３月26日付けで㈱三井住友銀行をアレンジャー、㈱三菱UFJ銀行をジョイント・アレンジャー

とする、既存取引行５行によるコベナンツ型シンジケートローン契約を締結しております。この契約には、以下

の財務制限条項が付されております。

①　2025年３月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における単体の貸借対照表に記載される純資産の部の合計

金額を、当該事業年度の直前の事業年度末日における単体の貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額

の75％に相当する金額以上に維持すること

②　2025年３月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における単体の損益計算書に記載される経常損益を２回連

続して損失としないこと

(3) 当社は、2025年３月26日付けで㈱三井住友銀行とコミットメントライン契約を締結しております。この契約に

は、以下の財務制限条項が付されております。

①　2025年３月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における単体の貸借対照表に記載される純資産の部の合計

金額を、当該事業年度の直前の事業年度末日における単体の貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額

の75％に相当する金額以上に維持すること

②　2025年３月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における単体の損益計算書に記載される経常損失を２回連

続して損失としないこと

(4)当社は、2025年３月31日付けで㈱三菱UFJ銀行とコミットメントライン契約を締結しております。この契約に

は、以下の財務制限条項が付されております。

①　2025年３月決算期を初回とする各年度決算期の末日における単体の貸借対照表に示される純資産の部の合計

額について、前年度決算期の末日における単体の貸借対照表における純資産の部の合計額の75％以上とする

こと

②　2025年３月決算期を初回とする各年度決算期の末日における単体の損益計算書に示される経常損益の金額に

ついて、２期連続して経常損失としないこと

 

 

EDINET提出書類

株式会社グルメ杵屋(E03145)

半期報告書

16/23



（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
　　至　2024年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
　　至　2025年９月30日）

給料手当 2,817,906千円 2,930,111千円

賞与手当 42,425千円 42,552千円

賞与引当金繰入額 41,262千円 30,019千円

退職給付費用 14,266千円 15,521千円

消耗品費 63,003千円 56,902千円

賃借料 1,550,423千円 1,586,737千円

水道光熱費 218,456千円 226,758千円

減価償却費 245,007千円 240,839千円

 

 

 

 

 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

 
 
 

前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

現金及び預金勘定 8,889,448千円 4,575,051千円

現金及び現金同等物 8,889,448千円 4,575,051千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

配当金支払額

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月25日

定時株主総会
普通株式 137,244 6 2024年３月31日 2024年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

配当金支払額

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月24日

定時株主総会
普通株式 160,118 7 2025年３月31日 2025年６月25日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

         （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

中間連結

損益計算書

計上額

（注）３
    

レストラン

事業

機内食

事業

業務用冷凍

食品製造

事業

不動産

賃貸事業
運輸事業 計

売上高           

一時点で移転され

る財
12,501,885 3,506,333 2,359,671 - 121,804 18,489,694 1,181,512 19,671,207 - 19,671,207

一定の期間にわた

り移転される財
- - - - 99,915 99,915 - 99,915 - 99,915

顧客との契約から

生じる収益
12,501,885 3,506,333 2,359,671 - 221,720 18,589,610 1,181,512 19,771,123 - 19,771,123

その他の収益

（注）４
- - - 350,794 - 350,794 - 350,794 - 350,794

外部顧客に対する

売上高
12,501,885 3,506,333 2,359,671 350,794 221,720 18,940,405 1,181,512 20,121,918 - 20,121,918

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- 90,689 5,421 - 16,567 112,679 482,866 595,545 △595,545 -

計 12,501,885 3,597,022 2,365,093 350,794 238,288 19,053,084 1,664,379 20,717,463 △595,545 20,121,918

セグメント利益又は

損失（△）
405,391 221,689 1,827 127,804 △30,858 725,855 △33,079 692,775 △155,919 536,856

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、水産物卸売事業及び米穀

　　　　　卸売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△155,919千円は、主に各報告セグメントに配分していない

　　　　　全社費用であります。全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入等であります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当中間連結会計期間（自2025年４月１日　至2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

         （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

中間連結

損益計算書

計上額

（注）３
    

レストラン

事業

機内食

事業

業務用冷凍

食品製造

事業

不動産

賃貸事業
運輸事業 計

売上高           

一時点で移転され

る財
12,422,252 4,051,812 2,644,271 － 188,743 19,307,079 1,744,079 21,051,159 － 21,051,159

一定の期間にわた

り移転される財
－ － － － 50,199 50,199 28,728 78,927 － 78,927

顧客との契約から

生じる収益
12,422,252 4,051,812 2,644,271 － 238,942 19,357,278 1,772,807 21,130,086 － 21,130,086

その他の収益

（注）４
－ － － 343,795 － 343,795 － 343,795 － 343,795

外部顧客に対する

売上高
12,422,252 4,051,812 2,644,271 343,795 238,942 19,701,074 1,772,807 21,473,882 － 21,473,882

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 89,053 450 － 15,950 105,453 492,488 597,941 △597,941 －

計 12,422,252 4,140,865 2,644,721 343,795 254,893 19,806,528 2,265,295 22,071,824 △597,941 21,473,882

セグメント利益又は

損失（△）
275,767 389,573 △33,602 104,835 △11,552 725,021 △38,568 686,453 △475,549 210,904

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、水産物卸売事業及び米穀

　　　　　卸売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△475,549千円は、主に各報告セグメントに配分していない

　　　　　全社費用であります。全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入等であります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

１株当たり中間純利益 14円94銭 1円55銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 341,760 35,385

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益（千

円）
341,760 35,385

普通株式の期中平均株式数（千株） 22,874 22,874

（注） 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年11月12日

株式会社グルメ杵屋

取締役会　御中

 

桜橋監査法人

大阪府大阪市

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 立石　亮太

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 宮崎　　博

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社グルメ

杵屋の2025年４月１日から2026年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月30日

まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社グルメ杵屋及び連結子会社の2025年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における執行役及び取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項につ

いて報告を行う。

　監査人は、監査委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査

人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害

要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

　（注） １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

株式会社グルメ杵屋(E03145)

半期報告書

23/23


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１中間連結財務諸表
	（１）中間連結貸借対照表
	（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書
	中間連結損益計算書
	中間連結包括利益計算書

	（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

